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自
慢
じ
ゃ
な
い
が
、
世
界

一
の
火
災
多
発
部
市
。

□
単
身
赴
任
都
市
の
元
祖

―

〓
一代
家
光
の
時
代
に
完

成
し
た
参
勤
交
代
で
、
各
大
名
は
奥
方
と
後
継
ぎ
は

人
質
と
し
て

，

Ｆ
の
上
Ｆ
敷
に
、
自
分
は
江
戸
と
国

元
と
を

一
年
交
代

（関
束
の
人
名
は
半
年
交
代
）
だ

っ
た
。
江
戸
の
Ｌ
　
中

・
下
の
屋
敷
で
仕
事
を
し
て

い
た
件
は
原
則
と
し
て
い

，
赴
任
だ

っ
た
。

Ｌ
江
戸
は
ア
メ
リ
カ
の
画
部
と
同
じ
く
、
男
性
が
圧
倒

的
に
多
く
、
従

っ
て
女
性
が
珍
童
さ
れ
て
、
新
吉
原

そ
の
他
の
岡
場
所

（根
津
門
前
町
を
も
含
め
て
）
大

繁
呂
し
た
。

Ы
フ
ァ
ス
ト
ワ
ー
ド
の
普
及
都
市
江
戸
。
中
身
赴
任
の

男
た
ち
に
と
っ
て
有
難
か

っ
た
の
は
、
街
の
路
――
で

＋

ぅ
と
り
早
く
食
べ
ら
れ
る
フ
ァ
ス
ト
ワ
ー
ド
た

っ

た
。
そ
ば
　
は
や
す
し
、
稲
荷
す
じ
　
天
ふ
ら
な
ど
、

現
在
で
も
流
行
し
て
い
る

九
祖
。

Ｌ
庶
民
は
九
尺
×
二
間
の
狭
い
長
屋
に

―

江
戸
に
出

て
来
さ
え
す
れ
ば
■

，
が
あ
る
。
今
と
少
し
も
変
わ

っ
て
い
な
い
。
信
州
や
越
後
か
ら
出
か
せ
ざ
に
■
Ｐ

に
来
る
人
々
を
、

――
は
思
い
か

「
む
く
ど
り
」
と
言

っ
た
。
■
４
で
は
使

っ
て
は
い
け
な
い
言
葉
。

彼
年
は
槙
割
り
の
九
尺
ｉ
間
と
い
う
よ
い
部
屋
を
借

つ
て

，
ん
だ
。
そ
れ
で
も
日
本
桁
や
神
日
と
い
っ
た

繁
昌
の
地
へ
は
、
先
輩
か
ら
後
輩

へ
紹
介
さ
れ
な
い

と
、
と
で
も
住
む
こ
と
は
叶
わ
な
か

っ
た
。
中
心
地

の
■
地
の
上
昇
率
の
高
い
こ
と
は
、
江
Ｆ
期
も
同
じ
で
、

み
ん
な
嘆
い
て
い
る
。
今
に
始
め
ぬ
こ
と
ぞ
か
し
．

□
〓
江
戸

っ
子
の
生
ま
れ
そ
こ
な
い
象
を
貯
め
」
。

金
は
な
れ
の
い
い
の
が
江
戸

っ
子
の

，
Ｌ
。
だ

っ
て

人
事
が
あ
れ
ば
三
年
間
は
■
〓
は
絶
え
ず
、
金
を
ヽ

っ
て
い
て
も
、
す
ぐ
火
災
に
適
う
の
で
、
貯
蓄
す
る

気
に
な
れ
ず
、

「
宵
越
し
の
金
は
持
た
わ

ェ
」
と
い

う
浪
資
家
が
多
か

っ
た
。

国
世
に
も
ま
れ
な
大
消
費
都
市

江
戸
の
人
口
武
家
六
十
万
、
庶
民
六
十
万
人
と
い
う

武
家
は
、
奥
方
か
ら
子
ど
も
ま
で
、
江
戸
阜
敷
に
い

て
は
４
沢
な
消
■
生
活
を
送
り
、
町
人
も
経
済
力
に

も
の
を
言
わ
せ
て
、
地
方
都
市
に
は
な
い
は
ど
物
資

の
購
入
消
費
は
吐
盛
だ

っ
た
。

「
日
に
三
千
両
の
お
ち
と
こ
ろ

一
と
い
う
借
諺
が
あ

る
。
朝
の
■
両
は
［
本
橋
の
魚
河
岸
　
■
の
千
両
は

日
本
橋
二
■
町

（
幕
末
は
浅
車
田
同
の
猿
オ
町
）
の

芝
８
小
Ｈ
．
夜
の
手
両
は
北
の
甲
、
新
古
原
の
千
両

一た
っ
た
。

勘
あ
ら
ゆ
る
Ｉ
Ｉ
用
品
は
上
方
か
ら
の

「
下
り
荷
」

家
康
が

，
口
に
入
府
し
た
の
が
慶
長
卜
八
年
八
月

一

日
、
今
か
ら
四
百
二
年
前
の
こ
と
。
そ
の
当
初
か
ら
、

大
下
の
台
所
と
い
わ
れ
た
大
阪
を
は
じ
め
　

，
勢
、

近
江
　
尾
張
な
ど
西
日
か
ら
■
で
江
戸
湾
に
運
ば
れ

た
の
は
、
呉
皿
、
大
物

（木
綿
）
紙
、
筆
、
墨
、
酒
、

味
０
か
ら
　
ヽ
品
、
漆
器
　
陶
器
な
ど
数
え
さ
れ
な

い
。
こ
れ
等
の
竹
０
か
、
江

戸
湾
か
ら
各
河
岸
の
上

蔵
に
眸
場
げ
さ
れ
た
。
上
方
か
ら
の

「
下
り
荷
」
で

あ
る
。
高
級
品
は
す

べ
て
江
戸

へ
下

っ
て
来
た
。
下

ら
な
い
品
物
は
品
質
が
わ
る
く
、
下
る
様
で
な
け
れ

は
い
け
な
い
．

現
代

の
原
点
は
江
戸
に
あ
る
＾
い
の
巻
〕

林
　
　
　
順
　
信

ｇ
世
に
も
珍
ら
Ｌ
い
江
戸
の
＋
大
特
色

現
在
の
東
京
の
原
点
は
江
戸
に
あ
る
と
言
わ
れ
る
．

我
々
か
＝
住
し
、
歩
き
、
働
さ
　
遊
ふ
地
面
そ
の
も
の

か
、
江

月
以
来
四
百
年
近
く
も
、
考
え
れ
ば
道
路

一
つ

を
取

っ
て
も
大
し
た
変
わ
り
も
な
く
ひ
き
ず
っ
て
来
て

い
る
し
、
衣
食
住
の
■
活
で
も
、
欧
米
化
が
あ
る
に
し

て
も
、
大
き
く
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

江
戸
と
い
う
都
市
は
、
今
か
ら
〓
百
年
以
上
前
か
ら
、

世
界
に
ま
れ
に
見
る
大
都
市
で
あ
り
、
消
費
都
市
で
も

あ
る
。
こ
の
江
戸
の
■
の
下
に
い
る
菫
■
町
の
会
報
の

場
を
借
り
て
、
江
戸
か
ら
の
影
響
な
ど
を
少
し
続
け
さ

せ
て
■
き
た
い
。

田
そ
の
人
口
絶
え
ず
階
外

一
、
寛

水
期
二
十
五
万
、
元

禄
期
百
万
、
文
化
文
政
期
百
二
十
万
人
、　
ロ
ン
ド
ン
、

北
京
、　
ロ
ー
マ
よ
り
多
い
時
も
あ

っ
た
。

□
二
百
七
十
年
間
に
、
大
き
な
火
事
だ
け
で
も
二
百
、



「
下
ら
な
い
物
で
す
が

‥
‥
‥
」
の
挨
拶
文
旬
は
こ

こ
か
ら
来
て
い
る
。
現
在
日
本
橋
の
上
に
立

っ
て
、

円
周
を
見
渡
し
て
、
見
え
る
商
店
は
す
べ
て
上
方
出

身
だ
。
ど
こ
に
関
東
根
生
い
の
店
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

回
気
ば
ら
し
の
名
人
は
江

戸
っ
子

死
旦
の
初
詣
で
か
ら
、
大
晦
回
の
除
夜
の
鐘
ま
で
、

江
戸
に
は
月
々
は
お
ろ
か
、
絶
え
す
お
縁
――
だ
と
か

年
中
行
事
だ
と
か
お
祭
り
が
続
い
て
、
三
二
五
五
連

れ
立

っ
て
は
物
見
遊
山
や
参
詣
に
出
か
け
、
そ
の
都

度
、
う
ま
い
喰
い
物
屋
に
立
寄

っ
て
い
る
。
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
の
名
人
で
、
侍
た
ち
に
い
は
ら
れ
て
も
、

経
済
力
は
町
人
の
手
に
、

１１，
事
と
憂
さ
晴
ら
し
を
巧

み
に
使
い
分
け
て
い
て
、
現
在
の
週
休
二
日
制
の
お

蔭
で
、
粗
大

コ
ミ
と
化
し
た
お
や
し
さ
ん
達
は
、
江

．Ｐ
っ
子
の
爪
の
垢
で
も

， 理
し
て
飲
ん
だ
ら
い
い
。

三
弦
に
合
わ
せ
て
浅
酌
低
唱
し
て
遊
ん
だ
り
、
絵
や

俳
旬
や
和
歌
を
も
の
し
た
り
、
趣
味
豊
か
で
あ

っ
た

江

戸
っ
子
の
面
汚
し
を
し
て
い
る
の
が
我
々
で
あ
る
。

有
り
で
、
ご
参
加
さ
れ
る
事
が
無
理
な
の
で
は
な
か
っ

た
か
と
■
察
致
し
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
催
し
は
、
東
京
都
の
所
有
船

「
新
東
京
丸
」
に

乗
船
し
て
、
私
達
の
身
近
に
有
り
な
が
ら
、
あ
ま
り
日

に
触
れ
る
事
の
無
い
東
京
港
と
そ
の
周
辺
の
め
ざ
ま
し

く
変
貌
し
て
い
る
様
子
を
見
闘
し
て
戴
く
の
が
■
眼
で

し
た
。

当
日
の
前
日
ま
で
は
、
台
風
の
影
響
で
天
候
が
■
く
心

配
し
て
お
り
ま
し
た
が
催
し
の
当
日
は
薄
曇
り
な
か
ら
、

ま
あ
ま
あ
の
天
気
に
意
ま
れ
、
参
加
の
皆
さ
ん
に
ご
苦

労
を
か
け
ず
に
済
ん
で
役
員

一
同
安
培
し
た
次
第
で
す
。

現
地
集
合
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
定
時
に
集
合
さ
れ
、
早

速
、

「
ベ
ル
シ
ー
ス
竹
芝
」
２４
階
の
宴
会
場
に
て
息
食
、

晴
天
で
あ
れ
は
、
東
京
港
が

一
望
出
来
る
場
所
で
す
が
、

相
内
の
曇
り
で
霞
が
か
か
り
、
残
念
で
し
た
．

食
後
、

「
新
東
京
丸
」
に
乗
船
、
ｌ
Ｆ
会
議
室
に
案
内

さ
れ
、　
一
脚
、
ｍ
万
円
と
言
う
椅
手
に
皆
さ
ん
掛
け
て

出
航
を
待

つ
、　
コ
ー
ス
は
大
■
の
食
品
埠
頭
付
近
で
Ｕ

タ
ー
ン
し
、
豊
州
埠
頭
を
経
由
、
竹
芝
係
留
場
に
尿
る
、

６０
分
が
視
察
コ
ー
ス
で
す
。

コ
ン
パ
ニ
オ
ン
は

「
何
ミ
ス
ボ
ー
ト
」
の
美
し
い
お
燎

さ
ん
か
務
め
て
く
れ
る
、
水
円
を
出
て
隅
田
川
べ
、
後

方
に
は
勝
ど
き
橋
、
前
方
に
は
日
下
建
設
中
の
東
京
港

連
絡
弊
、
近
付
く
に
従

っ
て
強
大
な

「
つ
り
橋
」
が
眼

前
に
迫
る
．
橋
の
総
延
長
二
、
七
五
十
口
、
航
路
を
ま

た
ぐ
部
分
が
瀬
戸
大
橋
と
同
じ
二
層
式
水
面
か
ら
の
高

さ
は
５２
メ
ー
ト
ル
、
上
が
高
速
道
路
と
歩
道
、
下
は
新

橋
駅
を
起
点
に
臨
海
副
都
心
を
結
ぶ
延
長
１２
＋
口
の
コ

ン
ピ

ュ
タ
ー
に
よ
リ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
運
行
す
る
新

交
通
シ
ス
テ
ム
が
平
成
５
年
末
に
は
開
業
予
定
で
あ
る
。

こ
の
橋
上
か
ら
東
京
港
と
そ
の
周
辺
を
遠
望
す
る
事
も
、

も
う
間
近
い
。

船
が
進
む
に
連
れ
て
左
右
の
景
観
は
変
わ
る
、
私
は
、

こ
の
船
の
就
航
直
後
に
乗

っ
た
事
が
あ
る
が
、
あ
の
当

時
と
は
連
絡
橋
は
別
に
し
て
、
埠
頭
全
般
が
拡
張
整
備

さ
れ
た
の
に
驚
く
、
資
料
に
よ
る
と
、
貨
物
豊
は
ｍ
年

前
に
比
べ
て
４６
％
増
加
、
平
成
２
年
の
貨
物
量
は
七
、

九
三
四
ト
ン
と
あ
る
、
量
だ
け
言
わ
れ
て
も
ピ
ン
と
は

こ
な
い
が
、
埠
頭
に
停
泊
し
て
い
る
船
は
大
き
く
、
こ

の
コ
ン
テ
ナ
船
の
積
載
能
力
を
説
明
さ
れ
て
大
変
な
量

が
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
の
も
想
像
出
来
る
の
で
は
な
い

か
。

５
万
ト
ン
級
の
コ
ン
テ
ナ
船
は
、
二
五
〇
〇
～
四
三
〇

●
個
の
コ
ン
テ
ナ
を
積
ん
で
海
外
か
ら
輸
送
出
来
る
言

う
、
こ
の
■
頭
施
設
は
、
東
京
都
が
開
設
し
、
積
み
下

ろ
し
作
業
か
ら
物
品
の
保
待
管
理
ま
で

一
貫
し
て
、
広

域
行
政
機
能
と
し
て
執
行
さ
れ
て
い
る
事
に
は
、
都
民

の

一
員
と
し
て
感
慨
深
い
思
い
も
す
る
。

輸
出
入
貿
場
の
物
資
の
交
易
に
よ
っ
て
、
私
達
の
――
常

生
活
に
拘
わ
る
食
品
、
そ
の
他
の
資
材
は
円
滑
に
物
流

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

施
設
の
改
良
、
拡
張
を
日
夜
暇
な
く
、
進
め
て
い
る
港

湾
行
政
は
、
私
達
の
日
に
触
れ
な
い
、
大
き
な
絵
の
カ

で
あ
る
と
改
め
て
感
じ
た
。

△

‥
‥

‥
‥

‥
―

‥
　

Ａ

今
回
は
そ
の
江
Ｐ
の
十
大
特
色
に
つ
い
て
住
人
の
概

略
を
述
べ
た
が
、
次
回
か
ら
、
江
戸
期
の
図
版
資
料
な

ど
も
混
え
て
、
能
書
か
せ
て
頂
く
心
算
で
あ
る
．

東
京
港
内

の
諸
施
設
見
聞
記

九
月
十
六
日

（水
）
菫
末
町
会
文
化
部
の
企
画
に
よ
り

東
京
湾
の
港
湾
施
設
見
学
会
を
催
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

４２
名
の
ご
参
加
を
戴
き
ま
し
た
、
出
来
れ
ば
も

っ
と
大

勢
の
方
の
こ
参
加
を
望
ん
で
お
り
ま
し
た
が
、
何
分
に

も
平
日
の
手
で
す
の
で
皆
様
い
ろ
い
ろ
と
ご
都
合
が
お



埠
頭
、
保
管
倉
庫
な
ど
が
立
ち
並
ぶ
陸
地
を
眺
め
て
い

る
内
に
、
船
は
人
丼
埠
頭
の
端
に
到
達
、
こ
こ
で
船
は

大
き
く
埋
め
立
て
地
側
に
反
転
、
帰
路
に
付
く
、
再
Ｌ
、

東
京
港
連
絡
橋
を
眺
め

つ
つ
、
霊
州
、
晴
海
、
月
島
、

埠
頭
を
巡
り
な
が
ら
竹
芝
の
係
累
場
に
民
る
、
ア
ッ
と

言
う
間
の
１
時
間
の
船
旅
で
あ

っ
た
。

皆
さ
ん
の
無
事
の
帰
宅
を
願

っ
て
、
現
地
解
散
、
お
渡

れ
様
で
し
た
。

ご
参
加
の
皆
様
も
、
こ
の
様
な
港
湾
施
設
の
稼
働
が
、

輸
出
入
貿
易
を
大
き
く
支
え
、
経
済
活
動
の
「
ψく
み
」

の

一
端
を
担

っ
て
い
る
事
を

，
認
識
さ
れ
た
と
思
い
ま

す
．

ま
た
、
皆
様
に
喜
ん
で
戴
け
る
様
な
行
事
を
企
画
致
し

ま
す
、
そ
の
節
に
は
、
是
非
共
、
近
隣
お
誘
い
合
わ
せ

て
ご
参
加
下
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
（猪
熊
良
晃
記
）

町
会
活
動

の
概
要

平
成
４
年
７
月

か
っ
平
成
４
年
１０
月
中
旬
ま
で

口
円

Ⅲ

‐‐■

８
／
９
　
向
丘
地
区
町
会
連
合
会
　
町
会
長
会
議
、

向
丘
出
張
所
に
お
い
て
、
議
題
は
　
本
年
度
か
ら
文
京

区
町
会
連
合
会
が
実
施
す
る
地
域
振
興
事
業
に
対
し
て

区
か
ら
補
助
金
が
ヽ
給
さ
れ
る
事
に
な
り
、
向
丘
地
区

と
し
て
い
か
な
る
事
業
を
行
う
か
の
検
討
で
す
か
、
本

年
度
は
、
■
月
中
旬
こ
ろ
に
地
区
皆
さ
ん
の
参
加
を
得

て
、
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
大
会
を
催
す
０
に
決
ま
り
ま
し
た
、

期
日
は
未
定
で
す
が
、
そ
の
節
に
は
奮

っ
て
ご
参
加
下

さ
い
。

☆
工
事
の
お
知
ら
せ

上
下
水
道
工
事
、
区
間
、
弥
＋

一
↓
向
千
二
↓
■
駄
木

一
の
間
、
■
期
、
平
成
４
年
７
月
か
ら
平
成
５
年
８

月
ま
で
、
　

東^
京
都
下
水
道
●
）

２
公
衆
便
所
改
修
工
事
、
場
所
、
長
元
寺
塀
際
に
あ
る

公
衆
使
所
、
■
期
、
平
成
４
年
■
月
か
ら
平
成
５
年

３
月
末
ま
で
、

（文
京
区
役
所
）

工
事
期
間
中
は
使
用
出
来
ま
せ
ん
、
新
し
い
公
衆
便

所
は

，
障
者
の
方
も
使
用
出
来
る
よ
う
に
改
修
さ
れ

ま
す
。

１
／
“
　
”
口
～
”
――
、
根
津
神
社
の
祭
礼
に
際
し

ま
し
て
は
、
町
内
の
皆
様
か
ら
ご
寄
付
を
頂
き
、
盛
大

に
町
内
の
祭
礼
を
営
む
事
が
出
来
ま
し
た
、
ご
阜
志
に

深
く
御
社
を
申
し
上

，
ま
す
．

な
お
　
祭
礼
会
計
に
巻
末
に
掲
載
し
て
ご
ざ
い
ま
す

ご

一
覧
下
さ
い
。

ｍ
／
６
　

「
区
長
と
区
政
を
話
し
合
う
集
い
」
が
向

上
出
張
所
に
お
い
て
開
■

“
／
”
　
本
国
か
ら
ン
ビ
ツ
ク
セ
ン
タ
ー
建
設
に
伴

う
　
電
波
障
害
除
去
の
対
策
で
あ
る
有
線
引
込
み
Ｉ

，

が
順
次
行
わ
れ
ま
す
。

該
当
地
域
に
当
た
る
方
は
、
円
滑
に
工
事
が
進
行
す
る

様
ご
協
力
願
い
ま
す
。

。
／
２９
　
本
郷
防
火
協
会
、
理
事
会
が
開
催
さ
れ
る
。

９
／
■
～
”
　

「
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
が
行

わ
れ
た

こ
の
旬
間
に
は
、
交
通
部
員
、
婦
人
部
、
友
の
会
会
員

の
苦
さ
ん
に
連
日
街
頭
に
て
交
通
安
全
の
普
及
に
■
張

っ
て
頂
き
ま
し
た
。

一「　杖　　訛‐　
＝
一　一

Ｆ
／
ｍ
　

「蓬
文
た
よ
り
」
第
３３
■
、
発
行

０
／
“
　
東
京
港
の
港
湾
施
設
見
学
会
実
施

９
／
Ｆ
　

「
敬
老
の
口
」
の
恒
例
行
事

「
は
ぜ
天
ふ

ら
会

一
が
本
年
も
海
蔵
十
に
お
い
て
催
さ
れ
、
婦
人
部

員
↑
員
で
千
伝
い
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

“

／
１
　

「
■
同
４
金
」
に
際
し
ま
し
て
は
　
相
変

わ
ぬ
士
様
の
ご
卓
志
に
よ
つ
た
記
の
企
円
を
■
０
会
に

納
付
敦
し
ま
し
た
事
を
報
告
申
し
Ｌ
げ
ま
す
。

企
　
一
八

一
、　
■
一〓
）
円

一‐
晴

９
／
２０
　
祭
礼
の
神
興
渡
御
の
担
ざ
手
の
人
員
確
保

に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
初
集
ま

っ
て
も
ら
え
な
い
の
で



は
と
大
変
案
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
町
内
の
皆
さ
ん
が

餞

っ
て
参
加
に
応
じ
て
頂
き
ま
し
た
事
、
感
謝
致
し
て

お
り
ま
す
。

町
内
の
神
興
は
自
分
達
で
担
ぐ
と
い
う
意
気
込
み
で
、

次
の
祭
礼
に
も
是
非
こ
参
加
願
い
ま
す
。

７
／
‐２

・
８
／
９

●
９
／
６
　
ｍ
／
４
ス
ト
レ
ッ
チ

体
操
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

７
／
２６
　

「
工
作
教
宅
」
を
向
に
高
校
正
門
広
場
で

開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
た
び
根
津
神
社
の
総
代
改
選
に
当
り
、
当
町
会

と
し
て
左
の
方
々
に
こ
就
任
願
い
ま
し
た
。

常
任
町
総
代
　
　
三日
本
梅
太
郎

広
沢
長
次
郎
　
　
池
円
　
　
暉

小
川
　
式
言
　
　
猪
熊
　
良
晃

高
水
　
光
子

当
町
会
に
お
住
ま
い
の
方
で
　
本
年
の
７
月
下
旬
か

ら
１０
月
ま
で
の
間
に
ご
逝
去
さ
れ
た
方
々
の
ご
氏
名
は

左
記
の
適
り
で
ご
ぎ
い
ま
す
。

謹
ん
で
■
悼
の
意
を
表
し
、
ご
冥
福
を
祈
金
中
し
Ｌ
げ

ま
す
。

己

天
方
正
幸
様
　
吉
崎
米
子
様
　
室
居
利
雄
様

森
　
末
代
様
　
池
田
敏
子
様

「
Ｊ
醐
劃
「
副
「
認‐‐
コ

蓬

薬

句

壇

月
明
り
源
氏
換
の
腰
沿
ま
で

昏
色
の
濃
き
山
脈
に
霧
流
る

葬
儀
Ｅ
と
会
釈
を
交
は
す
今
朝
の
秋

夫
に
間
く
べ
っ
た
ら
市
の
賑
わ
い
を

夕
ぐ
れ
の
は
だ
か
樹
林
の
秋
さ
び
し

福
招
ね
く
べ
っ
た
ら
市
に
ま
ぎ
れ
込
む

秋
さ
び
や
鳴
子
こ
け
し
の
日
細
く

秋
も
大
分
深
ま

っ
て
参
り
ま
し
た
が
、
会
員
の
皆
様

に
は
ご
清
祥
に
て
お
過
ご
し
の
事
と

，
じ
ま
す
。

●
と
言

っ
て
も
健
康
が
第

一
、
お
体
に
は
十
分
ご
自
愛

な
さ
れ
て
こ
活
確
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

編
集
委
員
　
　
　
一則
号
と
同
じ

ロ

町
　
総
　
代

川
西
　
正
造

高
橋
　
一
郎

堀
江
　
贋
明

橋 加 小
本 藤 休

，
日
一
］

輌
美

明
昭

連
痕「す向穫■

木 虫

`重
え 雪 子 ―

平 成 四年  根 津 神 社祭 礼 収 支 明細

前 期 繰 越 積 立金

前期繰越 普通 tF●

寄   付   金

900000
48331

2427500

収      入

[越‐t[ぅ‖食  |  :illl

二曇■1薫≫

文

奉 納 関 係 費

設 営 関 係 費

寄 付 関 係 費

渡 御 関 F.費
保 存 関 係 費

雑       費

次 期 繰 越 金

平 成 4年 積 立 仝
I召和59～平成 2積立企

出

160000
457878
156070

1261519
1432oo
57098
73331

300ooo
900000

3508831


